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財 政状況
γ一一一一一一一一一一一~~一一一一一一、
( 市の財政状況がどのようになってい ! 
? るかを 1年に 2回(6月と 12月)、市民 1 

i の皆さんにお知らせしています。 ~

i 今回は、 平成4年9月30日現在の平 j 

l 成 4年度予算の執行状況を、図や表に j 
トR億..方8千円に I 

-市税の負担と市民サービスの状況は?
l まとめてみました。 j 

・ 1

家計簿を聞いてみると

市税の負担 市民サービス

固定資産税

36，412円

軽自動車税

1，009円

1世帯当たり 225，535円

総務 費 民生費

21，696円 22，493円

教育費

24，453円

1世帯当たり 431，455円

土木 費

20，428円

農林水産業費

5，280円

商工 費

8，003円

人口

世帯数

(歳入)
「一一般会計一一寸

区 分 予算額 収入済額 収入割合 l 区 分 予算額 支出済額

千PI 千円

48.8%| | 市 ネ見 6，700，000 3，271，605 
f-l'1 1'-1'1 

議 正Z〉エ、 費 241，755 110，145 

地方譲与税 344，000 69，974 20.3 総 務 費 2，211，854 1，075，408 

利子割交付金等 426，000 128，748 30.2 民 生 費 2，589，956 1，114，890 

地方交付税 1，277，500 1，387，894 108.6 f章? 生 費 996，765 206，319 
分担金及び負担金 424，276 198，710 46.8 労 {動 費 136，591 118，618 
使用料及び手数 料 327，455 155，249 47.4 農林水産業費 1，258，070 261，687 
国庫支出金 1，628，104 280，539 17.2 

県 支 出 金 986，413 80，977 8.2 

繰 入 金 426，330 13，175 3.1 

繰 越 金 593，494 593，494 100.0 

商 工 費 537，502 396，688 

土 木 費 2，630，371 1，012，525 

消 |坊 費 387，409 184，172 

諸 収 人 467，056 51，623 11.1 教 育 費 2，901，929 1，212，024 

市 イ責 1，452，900 25，800 l.8 o、 俵 費 1，356，612 549，209 

そ σ3 他 276，910 69，750 25.2 そ σ3 他 81，624 16，999 

歳入合計 15，330，438 6，327，538 4l.3 歳出合計 15，330，438 6，258，684 

(歳出)

支出割合

% 
45.6 

48.6 

43.0 

20.7 

86.8 

20.8 

73.8 

38.5 

47.5 

4l.8 

40.5 

20.8 

40.8 



(3)広報うおづ 平成 4年12月一…一一……一一一……一

平成4年度 上芋費用の
l 一般会計の歳入歳出予算総額 | 

借
入
先
別

「一市債の状況 I

単位:百万円

総額 10，567百万円

市民 1人当たり

213， 190円

目

的

別

A.北陸銀行 228 

B.共済組合等 5 

ア.県貸付金 341 

イ.臨時財政特例債 386

1 農林水産債 161 

エ.衛 生 債 130 

「 一時借入金の現在高寸 「一特別会計 | 

一般会計
千円

会 計 区 分 予算額
執 1T 状 1兄

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

下水道事業
千円 千円 % 千円 % 

1，886，036 492，146 26.1 633，474 33.6 

農業集落排水事業 266，740 13，055 4.9 30，301 1l.4 

簡易水道事業 65，900 7，690 11.7 11，627 17.6 

国民健康保険事業 2，450，279 842，009 34.4 937，269 38.3 

老人保健医療事業 3，867，536 1，696，389 43.9 1，702，557 44.0 

農業共済 事 業 14，528 15，683 108.0 400 2.8 

水族館 事 業 201，600 107，879 53.5 98，534 48.9 

計 8，752，619 3，174，851 36.3 3，414，162 39.0 

会計区分 借入額

「 市有財産の状況「

題 句会
〔土地 953，992附〕 〔建物 164，261m') 〔基金 4，267，282千円〕

[有価証券・その他1
170，513千円
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平成 4年12月一一……一一一一一……一…
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員
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彰
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積木平吉森 川林辻 。かて平
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現次 4
場の年
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彰名優
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授方 消
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ま県員
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彰
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日
月
お
日
に
行
わ
れ
た
魚
津
市
と

市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
合
同
納

税
表
彰
式
で
、
次
の
方
が
た
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

(5) 
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謝
状
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石

井

勝

英

(

本

江

二

区

納

税

貯

蓄
組
合
長
)

米
沢
登
志
子
(
海
友
会
婦
人
会
納

税
貯
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組
合
長
)

下
新
一
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納
税
貯
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組
合
(
組
合

長

安

田

英

世

)

《
連
合
会
長
表
彰
状
》

山

本
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(

大

町

区

納

税

貯

蓄

組
合
長
)

谷

原

幸

治

(

吉

野

区

納

税

貯

蓄

組
合
長
)

辻

文

夫

(

本

江

会

館

通

り

区

納
税
貯
蓄
組
合
長
)

金
屋
一
区
納
税
貯
蓄
組
合
(
組
合

長

田

口

正

弘

)

観
音
堂
区
納
税
貯
蓄
組
合
(
組
合

長

窪

田

義

雄

)

俊 夏 政 久 清 和
夫!敦夫秋之政範

O
農
林
産
物

品
評
会
入
賞
者

優
等
賞

。
穀
類

・
そ
の
他
の
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富
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葉
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の
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清
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上
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)

宮
崎

。
生
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改
善
の
部

米
料
理
寺
口
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い
子
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経
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)

O
秋
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会
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ぬ
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、
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発
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し
た
と
い
う
こ
と
も
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あ
り
ま
す
。

ぬ
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

特
に
小
型
の

L
P
ガ
ス
容
器
、

制
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
場
合
は
、
必
爆
発
す
る
恐
れ
も
あ
り
、
収
積
場

料
ず
残
っ
た
灯
油
や
乾
電
池
は
取
り
へ
は
絶
対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

似
除
い
て
く
だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
料
は
・
・•••••• 

国
民
健
康
保
険
が
医
療
機
関
に
支
払
う
医
療
費
は
、
皆
さ
ん

が
納
め
ら
れ
た
保
険
税
が
最
も
大
切
な
財
源
で
す
。
医
療
費
が

増
え
る
と
、
そ
の
支
払
い
費
用
を
賄
う
た
め
保
険
税
を
値
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

療
費
か
ら
、
国
や
県
の
補
助
金
と
加

入
者
が
医
療
機
関
で
支
払
う
負
担
金

を
除
い
た
も
の
が
保
険
税
と
な
り
ま

す
。

保
険
税
の
決
め
方

保
険
税
は
、
市
区
長
村
ご
と
に
決

め
ま
す
。
そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医

加入者の自己負担
(3割)

予測される医療費

-県の
助金

国
補

魚津市では

課税標準額x~よ
100 

一人に付

一世帯に付19，800円

16，200円

一年間の保険税の計算

医
療
費
の
節
約
が

保
険
税
の
軽
減
に

※各項目について計算し、合計したものが保険税となります。

皆
さ
ん
が
健
康
で
あ
れ
ば
医
療
費

は
安
く
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
保
険

税
も
低
く
抑
え
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

か
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
。

と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
一
人
ひ
と
り

が
健
康
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

。
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
が
健
康
を

守
り
ま
す
。

O
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養

O
適
度
の
運
動

O
十
分
な
休
養

こ
れ
ら
が
効
果
的
に
組
合
わ
さ
れ

て
健
康
な
生
活
が
維
持
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は

届
き
ま
し
た
か

日
月
1
日
で
保
険
証
が
新
し
く
な

り
ま
し
た
が
、
区
長
か
ら
返
却
さ
れ

た
も
の
を
国
保
係
で
保
管
し
て
い
ま

す
。古

い
保
険
証
で
は
、
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
保
加
入
者
で
、
ま
だ
新
し
い
保

険
証
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
国
保

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

。 。 。 。 。 。
もう

の 汚 せけ 水 し 危 f 洗 な 布 が 御

22E道 下で汚 すま下 j資原 てガ 洗 り物異 水汚て
、水 水 水 は 思ソ 険 ぉ 切 ん 飯

つが マ 使の 節 わリ 物 互機濯 排濯 すま ゃ れ でぶ つ iまが 出栢a舘~I ま排 ス 用無 約 ぬ ン を し;の 水 7.k ゃ 去ら ぶ
いでら出 の 料駄 し 災 流 L 排 は ，= 木 」事

なさ もづ害灯気水 溶 れ たき b
い れ 定 かか て を油 さ をは 下 け 片 たは 野
主つる 期 さい まな な つ必ず 水 な 、 り固 菜 JI2自〈怯汚 むだねどけ い しま 使;
定に木 掃清 ほけ 〈揮発 い ま下 道 も お すま;り ず〈

マ かで お で し水道 へ の む 用す利 '-'、・

期的ス を巳 、な そ性 よ は つ マ 食、 52周 1司 M に 下く れの うへ 、 イ 用
に は 処水 、 が高 流し ポ な プ ごJ占両
清 油 汚あい ン 私;p企E と、、 や 弘f.i:. と私

掃や 理水 り物危険 、 プ 庁一、 7 がた何 患
しご場量 場 対 ス ど 大 ち で
まみ のが そ 1 が t:衛 が は 切さ l~ (0 
しが 豊を増 は 量す 元生 つよ たえ、に ま

22主&tま れ 爆発を 流 さ守問 っ さ
り ば れる なな

みい 号Z 低もそ 出守~ 原 い・を 家て . 、 んい
下れ起 因 の なとし、 きだ

、， し、 に で 中 ての」
グ〉し、
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水
道
事
業
の
業
務
状
況

平
成

4
年
度
上
半
期
(

平
成

4
年
度
上
半
期
の
水
道
事
業
会
計
の
業
務
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

建
設
改
良
工
事

襲業
白務

思の
三状。
六況
人

今
年
度
は
、
建
設
改
良
工
事
と
し

て
事
業
費
二
億
四
千
八
百
万
円
を
計

画
し
て
お
り
、

9
月
末
ま
で
に
完
工

し
た
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

。
魚
津
バ
イ
パ
ス
角
川
橋
配
水
管
添

架
工
事

一
六
、
八
四

O
、五

O
O
円

。
市
道
文
化
町

5
号
線
配
水
管
布
設

給
水
戸
数

一
、
七
二
九
戸

給

水

量
一
、
八
二
五
、
五
三
八

am

j兄

損益収支状況

科 目 予算額 収入額 割合
〈千円〉 〈千円〉 <%> 

収
給水収益 484，770 252，505 52.1 

受託工事収益 104，523 35，499 34.0 

入 そ の他収益 30，072 21，284 70.8 

メ口入 言十 619，365 309，288 49.9 

科 目 予算額 支出額 割合
〈千円〉 〈千円〉 <%> 

支 給水費用 98，504 34，492 35.0 

受託工事費 94，828 30，627 32.3 

総 係 費 102，028 41，313 40.5 

出 その 他 費 用 322，696 88，159 27.3 

メ口入 言十 618，056 194，591 31. 5 

状の言十

広報うあ、づ

ゐ
玄

(7) 

替
工
事
一
、
七
七
一
、
六

O
O
円

。
市
道
慶
野

1
号
線
配
水
管
布
設
工

事

回

、

六

九

六

、

八

O
O
円

。
県
道
坪
野
本
町
線
配
水
管
布
設
工

事
一
回
、
五
七
回
、
五

O
O円

。
市
道
住
吉
小
学
校
線
配
水
管
布
設

跡
舗
装
復
旧
工
事

三
、
九
一
回
、

0
0
0円

。
県
道
魚
津
イ
ン
タ
ー
線
配
水
管
布

設
替
工
事

五
、
五
一

O
、五

O
O円

。
県
道
沓
掛
魚
津
線
配
水
管
布
設
替

工
事
六
、
一
二
九
、
五
三

O
円

積
雪
期
の

メ
ー
タ
ー
検
針

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、

2
か
月
ご

と
に
日
を
定
め
て
検
針
し
て
い
ま
す

が
、
冬
期
間
に
は
積
雪
の
た
め
検
針

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
前
回
の
使

用
量
や
前
年
同
期
の
使
用
量
を
参
考

に
し
て
料
金
を
決
定
し
、
次
回
の
検

針
に
お
い
て
精
算
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
は
物

を
置
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
管
に
も

冬
じ
た
く
を
・
・
・

こ
れ
か
ら
の
季
節、

気
温
が
氷
点

下
に
な
る
と
、
水
道
管
や
蛇
口
が
凍

っ
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
が
露
出
し
て
い
た
り
、
風

あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
で
は
、
保
温

材
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
水
道
管
に

も
冬
じ
た
く
を
し
ま
し
ょ
う
。

0
水
道
管
や
蛇
口
が

破
裂
し
た
と
き

メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
中
の
バ
ル

ブ
を
締
め
、
下
記
の
指
定
工
事
庖
で

修
理
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

修
理
費
は
利
用
者
で
負
担
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

0
蛇
口
が
凍
っ
て

水
が
出
な
い
と
き

タ
オ
ル
か
雑
布
を
か
ぶ
せ
て
、
そ

の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
お
湯
を
か
け

て
解
か
し
て
く
だ
さ
い
。

-
回
で
出
な
い
と
き
は
、
数
回
に

分
け
て
か
け
て
く
だ
さ
い
。

じ
か
に
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管

や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
工
事
指
定
庖

O
(
株
)マ
ツ
バ
ラ
工
務
庖
本
江
新
町

宮

@
0
9
0
8

0
畠
山
工
業
(

株

)

吉

島

宮

@
5
3
3
0

0
三
共
設
備
工
業
(株
)

北
鬼
江

宮

@
1
3
5
0

0
北
陸
水
道
工
業
(株
)

横

枕

宮

@
1
3
5
3

0
石
原

設

備

工

業

所

本

江

宮

@
2
9
2
4

0
ユ
l
ホ

l
設
備
(株
)

釈
迦
堂

宮
②

5
7
1
1

0
高
松

工

業

上

口

二

丁

目

宮
②

0
5
4
5

0
(
株
)
水
環
境
セ
ン
タ
ー
吉
島

合

@
7
7
1
1

0
菅

沼

組

村

木

町
宮
②
0
4
5
3

0
吉
枝
工
業
(株

)

文

化

町

合

@
5
8
3
5

0
中
谷
配
管
工
業
吉
島
二
丁
目

合
②

3
6
9
8

0
ダ
イ
シ
ン
設
備
(株
)

浜
経
団

宮

@
5
6
1
1

0
三

水

大

光

寺包

@
6
2
6
8

0
(
有

)

宝

田

配

管

所

印

回

宮
②
2
6
8
7

0
(
株
)スペ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
上
村
木

宮

@
6
1
3
3

0
後

藤

配

管

所

浜

経

団

宮

@
6
8
0
7

0
河

崎

設

備

工

業

吉

鳥

宮

@
2
3
1
2

0
(
有
)
贋
瀬
設
備

横

枕

宮
②
8
1
9
7

0
慶
野
住
設
(
株
)

北
鬼
江

合

@
2
6
2
5

0
山
本
総
合
設
備

江

口

宮

@
7
0
6
3



(8) 広報うおづ

年
末
年
始
の
休
業
休
館
の
案
内

コ
ミ
・
レ
尿
収
集

。
市
役
所
ロ
月
お
日
'et--'1月
3
日

こ
の
期
間
は
事
務
の
取
り
扱
い
を

し
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
戸
籍
届
書
な
ど
は
、
市
役
所

宿
直
室
で
取
り
扱
い
ま
す
。

@
埋
没
林
館
ロ
月
初
日

1
1
月

1
日

@
水
族
館
ロ
月
沼
田

1
1
月

1
目

。
総
合
体
育
館ロ

月
初
日

1
1月
4
日

@
温
水
プ

l
ルロ

月
初
日

1
1
月

5
目

。
市
民
会
館
ロ
月
お
日

1
1
月

3
日

一一一一一一一一一一一…平成4年12月

係費の樹兄
3年度末の住民基本台帳人口は、 49，679人で、 3年度一

般会計歳出決算額は、 160億4.078万2千円、このうち人件費

は、 32億808万4千円で20.0ノマ一セントとなっています。平

成 4年 4月 1日現在の給与等の内容は、次表のとおりです

み
な
さ
ん
に

お
願
い

ごみ し尿

12 
29日ω 平常通り

30日(水) 平常通り 午前中のみ

月 31日(柑

1日倒 休 み

3日(日)

4日(月)
平常通り イ木 み

月 5日(火)

6日(水) 平常通り

職員手当には退職手当を含まない。

給与費は、当初予算に計上された額

である 。

-
年
末
の
一
般
ゴ
ミ
(
可
燃

物
)
の
持
ち
込
み
(
有
料
)

に
つ
い
て

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
可

燃
物
焼
却
場
)
で
は
、
ロ
月

初
日
ま
で
一
般
ゴ
ミ
の
直
接

持
ち
込
み
を
受
付
し
ま
す

0

・
休
業
期
間
中
、
ゴ
ミ
収
集

場
に
ゴ
ミ
を
出
す
の
は
絶

対
に
し
な
い
で

@経験年数とは 、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している年数

をいう 。

@市の給与条例に基づく給科表の級区分による職員である。

年
末
に
は
多
量
の
ゴ
ミ
が
出
さ
れ

ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
り
、
決
め
ら
れ

た
日
、
決
め
ら
れ
た
時
間
(
午
前
8

時
ま
で
)
に
ゴ
ミ
収
集
場
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。

通
勤
途
中
で
の
投
棄
、
他
地
区
へ

の
持
ち
込
み
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

0

・
し
尿
く
み
取
り
の
申
し
込
み
は
、

お
早
め
に

年
末
は
、
し
原
く
み
取
り
の
希
望

者
が
多
く
な
る
た
め
、
計
画
処
理
を

し
て
い
ま
す
が
、
一
日
の
処
理
量
に

は
限
度
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
は
で
き
る
だ
け
早
め
に

し
て
く
だ
さ
い
。

便
槽
に
余
裕
が
あ
る
世
帯
に
は
、

収
集
は

1
月
に
入
っ
て
か
ら
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
先

(
事
魚
津
環
境
衛
生

宮
辺
|
3
3
3
1

冬
期
休
館
・
休
園

。
歴
史
民
俗
資
料
館
・
吉
田
記
念
市

立
郷
土
館

ロ
月

1
日
1

3
月
白
日
ま
で
休
館

@
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
・
ラ
ン
ド

ロ
月
1
日
i
3
月
訂
日
ま
で
休
園

@
桃
山
運
動
公
園

(
野
球
場

・
陸
上
競
技
場
)

ロ
月

1
日
i
3
月
白
日
ま
で
休
園

区分 色 j宰 市

期 末 勤勉

期末勤聖当
6 月期 1. 6か月分 0.6 か月分

12 月期 2. 1か月分 0.6 か月分

3 月期 0.55か月分 一月分

5十 4.25か月分 1.2 か月分

支給率 自己都合 勧奨

聴退手当

最高限度額 60.0か月分 62.7 か月分

勤続 20年 21.0か月分 28.875か月分

勤続 30年 41.25か月分 54.45か月分

勤続 35年 47.5か月分 62.7 か月分

国 家 /j_、4、j 務 員

期 米 勤勉

期末草勤当
6 月期 1.6か月分 0.6 か月分

12 月期 2.1か月分 0.6 か月分

3 月期 0.55か月分 一月分

計 4.25か月分 1.2 か月分

支給率 自己都合 勧奨

職退手当

最高限度額 60.0か月分 62.7 か月分

勤続 20年 21.0か月分 28.875か月分

勤続 30年 41.25か月分 54.45か月分

勤続 35年 47.5か月分 62.7 か月分

o職員手当の状況 (3年度支給割合)

特別職の報酬等の状況は、 「特別職報酬等審議会」の答申に基づい

て条例で定められ、平成4年12月 1日現在の特別職の給料月額は 、市

長90万円、助役72万円、収入役64万円で、市議会議員の報酬月額は、

議長43.5万円、副議長38.5万円、議員35.5万円とな っています。

また特別職に対する手当は、期末手当として年間4.25か月分が支給

されています。
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.................::新しく民生委員・児童委員を委嘱:ijjjiii:

12月から新しい民生委員 ・児童委員が厚生大臣から委嘱

されました。任期は 3年です。

民生委員 ・児童委員は、社会奉仕の精神による自主的活

動で社会福祉の施策に協力し、それぞれの地域で低所得者

の自立更生の援護や老人 ・心身障害者(児)・母子世帯など

の福祉向上に努めるといっ大切な役割を持った方がたです。

困ったことがありましたら、お気軽にご相談ください。

(氏名 ・住所 ・電話 ・担当地区の)1頃)

砂大町校下民生委員・児童委員協議会

高四富美子 真成寺町1-22 @2423 真成寺区、餌指区、刺、路区、荒町区

村井 千波 本町2-4-5 ②0127 寺町区、元町区、下新l区、2区、3区

川上勇夫文化町1-14 @2494 文化町 1区

堀田倭子文化町7-18 ⑫0667 文化町 2区、川原町区

小林幸子新宿ト16 ⑫0184 新宿1区、 2区、 3区

小栗好子本町1-2-27 ②6278 馬出町区、大町区

四十内松柴 本町ト11-15 ⑫0182 明理区、新道区、臼屋区

島崎芳信新角川1-4-3 @3931 岡町区、新町1区、 2区

宮崎 静 香 新 角 川1-8-14 ②1229 角川区、橋場区、八代区

大久保武二新角 )112-3-2 ②6330 紺屋区、八幡区

松野昌子上口2-16-25 ②0982 上町 l区、 2区

吉本力治上口2-16-2 ⑫4782 南町l区、 2区、 3区

寺崎幸子上口2-18-39 @0876 三ケ町区、住吉町区

砂村木校下民生委員・児童委員協議会

大津裕子 中央通り 2-5-1 ②0149 金屋l区、 2区、鴨川区

法原 香中央通りト6-15 ⑫0422 神明 1区、 2区

新村敏子金浦町4-3 @2302 金浦区、火の宮区

魚住義彦諏訪町3-7 ②5060 諏訪町1区、 2区、 3区

杉本泰三火の宮町5-7 @0522 諏訪町4区、 5区、港区

宮崎昌信緑町1-1 @2550 村木10区、 11区、 16区

菅原祐子火の宮町11-18@1441 村木12区、 13区、 14区

笹木孫吉火の宮町19-2 @0074 村木15区、 17区

中田一枝緑町4-11 @3252 村木 9区、駅前新町区

砂住吉校下民生委員・児童委員協議会

野田 実慶野364 @7304 慶野区

石崎忠信住吉2362 @8246 住吉 l区、 2区

石橋清二住吉2945-11 ⑫5285 住吉3区、4区、 5区、6区

漬松唱二三ケ1169-2 @8397 三ケl区、 2区、 3区

吉田芙美子住吉3740-1 ②4492 町三ケ区

常楽 弘宮津1527 ②3634 宮津 l区、 2区

飛 世たま子川縁1023 @8275 )11縁l区、 2区、 3区

砂上中島校下民生委員 ・児童委員協議会

久田十吉吉野125 @8084 吉野区、川原区

山 下幸作出2082 @8121 出区、弥源寺区

永田 幸春舛田243 @9760 湯上区、升田区、岩高区

早川きみ子 浅生2181 @8041 浅生区、有山区、上野区

石倉信一下椿849 @8030 升方区、下椿区

砂松倉校下民生委員・児責委員協議会

稗苗 好子稗畠2363 @9532 坪野区、稗畠区

窪田 幸柴観音堂1529 @9227 室田区、観音堂区

木下 弘小菅沼1181 @9335 小菅沼区、北山区、池谷区

河崎幸一金山谷3080 @9197 金山谷区

肥塚嫡作鹿熊1563 @9711 鹿熊区、古鹿熊区

小西宗右ヱ門 鉢1738 ③9728 鉢区、虎谷区、大熊区

砂上野方公民館民生委員・児童委員協議会

腐漬 弘成大海寺野731 ②6167 大海寺野l区、雄峰団地区

宮坂千賀子 大海寺野547 ②4162 大海寺烈区、3区、大海寺野住宅区

宮坂一男 大海寺新468 @8605 大海寺新4区、大杉台区

盛 永隆一大海寺新142 @8627 大海寺新 5区

石崎たみ子石垣572 @5093 石垣区、石垣平区

砂本江校下民生委員・児童委員協議会

大城篤子印田1517 ②2692 石垣新区、印田区

笠木 昌雄本江2578 ②2452 本江元町区、本江l区

小竹京子本江1835 ②3522 

清水源照友道940 ②4135 

橋本正一本江1462 ②0854 

北俊秀樹友道2180 @6611 

浦島清造大光寺1323-1 ②3714 

金三津 貢 大光寺1612-1 ②3652 

東城|桂子本江新町10-5 @5394 

笹島 年子新金屋2-11-1 ②1775 

池上 要新金屋1-1-12 ⑫0518 
本郷平八郎本江3264-7 @1624 

砂片貝校下民生委員・児童委員協議会

本江2区、3区、本江会館通り区

友道l区、友栄町区、友道本町区

友道2区、 3区、 4区

友道5区、友道幸町区

大光寺2区、3区、4区

大光寺l区、老人ホームl区、2区
本江新町1区、2区、
3区、 4区、小坂区
新金屋l区、2区、東栄町区、母子寮区

新金屋3区、並木町区

三田1区、 2区、 3区

道中政雄黒谷824 @8705 平沢2区、黒谷l区

三吉初枝東蔵491 @8727 山女l区、東蔵l区、 2区

伊藤 一 雄 島尻1230 @8635 島尻l区、2区、3区、大菅沼区

吉田タツヱ 東城4143 @8465 東城l区、 2区

林 清吉道坂500 @8403 道坂区、貝回新区

砂吉島校下(加積)民生委員・児童委員協議会

荒地留三 袋166 ②2497 出仮住整監:松下区
伊東敏治六郎丸180 @5205 六郎丸3区、 4区、 5区

梅津美子 吉島412 ②3881 吉島 6区、 7区

森岡 豊吉 六郎丸709-48 ②6713 吉島新町区、晴海ヶ丘区

堀内静子六郎丸4513-1 ②4816 吉島住宅区

東金 昌之 吉島4350-3 ⑫6281 吉島8区、高校前住宅区

川島 正男 相木338-1 ⑫ 1882 柏木l区、 2区労災病院区

柳原 清一上村木2-17-26 @2903 上村木10区、宮の下区

伊藤真希子 上村木1-4-1 ~5030 上村木11区、12区、13区、
切 製作所社宅区

砂道下校下民生委員 ・児童委員協議会

長谷川修正 岡経団168 @1598 岡仏国区、機路区、小川田住宅区

沖 文子 青島717-1 @0576 仏国区、仏又区、青島l区、下道区
河浦 茂仏国2900-10 ~1224 号引:b2区 、 3区、背山

モy .LLJLJ""r *.1-:::包区、ずれみ新町区
寺田 義一 北中835 @4080 北中区間区、勝目区、北中鯛区

吉崎 究本新181 @1421 本新区

森内作一釈迦堂1-7-14 ②3646 釈迦堂区

山本明正北鬼江1-2-5 ⑫0038 高畠区、北鬼江l区

大崎恭子 北鬼江876 ②2021 北鬼江2区、3区、道下住宅区

砂経由校下民生委員・児童委員協議会

江幡 清 江口218 ②5665 江口区、新江口区

中村 健治 西尾崎54 ②5322 持光寺区西尾崎区、立石区

浜田一枝平伝寺327-1 @6025 平伝寺 1区、泉町区

元良 芳子経団西町2-17 ②3364 上坂の下l区、 2区

菊池香代子 経田中町3-16 ②0161 地方2区、地方元町区

広瀬英晴 寿町3-6 ②0154 寿町区

高瀬栄嗣康東町7-38 @2861 港町区

藤井庄治経田中町9-18 @6214 入船区、向町区

出j峯由美子 平伝寺7-2 @0048 地方l区、天王住宅区

沢田 健 持光寺98 ②4886 平伝寺2区、西川原住宅区

金森正男東町ト25 @0143 旭町区

野村哲夫経団西町9-14 @0308 表向区、栄町区

砂吉島校下(天神)民生委員・児童委員協議会

武田源三東山1598 @8879 東山区、 青柳区

山田サチ子 天神野新647 @7855 天神野新区

佐々木寛東尾崎3476 @7063 東尾崎区

関口 邦彦木下新6676-1 @7926 木下新区

大筋幸子 東尾崎5497-35 ②5223 )11のj頼l区、 2区、 3区

砂砂西布施校下民生委員・児童委員協議会

民下隆夫蛇田3563 @7735 蛇田 l区、 2区

谷口 洋子 小川寺6070 @7759 小川寺l区、2区、日尾区、御影区

谷崎澄子長引野996 @7645 長引野 l区、 2区

畠山孝良布施爪899 @7533 布施爪区

大津志賀子 大沢590 @7419 黒沢区、大沢区
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戦
国
時
代
の
越
中
最
大
の
城
郭
松

倉
城
は
、
本
城
の
周
囲
に
多
数
の
支

城
を
配
し
、
巨
大
な
城
郭
群
を
構
成

し
て
い
る
。
早
月
川
を
天
然
の
外
堀

と
し
て
、
北
か
ら
升
方
城
、
南
升
方

城
、
水
尾
城
、
水
尾
南
城
が
並
び
、

富
山
方
面
に
対
す
る
堅
固
な
防
御
線

を
構
築
し
て
い
る
。

南
升
方
城
と
水
尾
城
の
聞
の
鞍
部

に
は
中
世
の
山
街
道
が
通
っ
て
い
た

と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
城
下
町
鹿
熊

へ
の
西
側
か
ら
の
重
要
な
出
入
り
口

に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ

こ
に
石
の
門
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
石

垣
が
残
っ
て
い
る
。

直
径
が
叩

i
m
m
の
河
原
石
を
高

さ
3

m
ほ
ど
に
積
み
上
げ
、
約

5
m

の
開
口
部
の
両
側
に
十
数

m
に
わ
た

っ
て
石
積
が
み
ら
れ
る
。
確
認
で
き

る
河
原
石
は
二
百
個
を
越
え
る
。

松
倉
城
郭
群
の
大
手
門
と
考
え
ら

れ
る
が
詳
し
い
資
料
は
ま
っ
た
く
な

い
。

い
っ
た
い
誰
が
、
何
時
、
こ
の

石
垣
を
築
い
た
の
か
知
る
す
べ
が
な

し
か
し
、
戦
国
末
期
と
し
て
は
、

壮
大
な
こ
の
石
垣
の
存
在
は
、
松
倉

城
と
そ
の
城
下
町
の
繁
栄
を
物
語
っ

て
い
る
と
い
え
る
。

と
の
ク
h
w
i
フ

富
山
県
駅
伝
競
走
大
会
で

区
間
(
第
叩
区

)
3
位
に
な
っ
た

「
目
の
前
に
見
え
て
い
る

5
位
と

6

位
の
選
手
に
離
さ
れ
な
い
よ
う
に
と

い
う
気
持
ち
だ
け
で
走
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
き
か
そ
の
二
人
を
抜
け
る
な

患
い:
の冬

植:
志村5
内
イム重Eや

回全怜す

き樹き
さく
きん
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ん
て
・:
U

と
話
す
の
は
、
日
月
8
日

に
行
わ
れ
た

H

郡
市
対
抗
、
第
叩
回

富
山
県
駅
伝
競
走
大
会
H

に
魚
津
市

男
子
チ
l
ム
の
選
手
と
し
て
出
場
し
、

第
叩
区
(中
学
男
子
・
2
、
0
同
)
を
区

間
3
位
の
記
録
で
走
っ
た
植
村
泰
樹

く
ん
。
タ
イ
ム
は
6
分
ロ
秒
。

陸
上
の
練
習
を
始
め
て

4
か
月
。

学
校
で
は
テ
ニ
ス
部
に
入

っ
て

い

ま

と

で

す

。

「や

っ
ぱ
り
選
手
と
し
て

す
が
、

3
年
生
が
出
場
で
き
る
大
会
走
り
た
か
っ
た
。
だ
か
ら
練
習
で
は

が
全
て
終
了
し
た
こ
と
と
、
魚
津
|
負
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
で
毎
日

入
善
関
駅
伝
競
走
に
出
場
し
た
い
と
走
っ
て
い
ま
し
た
U

こ
の
負
け
ん
気

い
う
思
い
か
ら
、
今
年
の

8
月
か
ら
と
が
ん
ば
り
で
大
会
三
日
前
に
正
選

陸
上
部
の
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
手
に
:
:
:
。

ら
毎
日

6
M
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
続
け

「
自
分
が
こ
ん
な
に
が
ん
ば
れ
る
人

て
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
、
間
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
記

記
録
も
伸
び
、
目
標
と
し
て
い
た
魚
録
以
上
に
そ
の
こ
と
が
わ
か

っ
た
こ

津
|
入
善
問
駅
伝
は
も
ち
ろ
ん
、
中
と
が
自
分
に
と
っ
て
は
一
番
よ
か
っ

学
駅
伝
に
も
出
場
で
き
ま
し
た
。
そ

た

」

と

話

し

ま

す
。

し
て
今
回
の
富
山
県
駅
伝
で
の
活
躍
。

魚
津
市
チ
ー
ム
の
成
績
は
、
男
子

初
め
は
補
欠
選
手
だ

っ
た
と
い
う
こ

7
位
、
女
子
8
位
、
小
学
生
ロ
位
。

仙
沼
環
築
総
と
実
匁
ズ
…祭
ち
ゃ
ん

三
田
村
亮
志
く
ん

(哲

・
智
子
さ

浜
崎
桃
香
ち
ゃ
ん

(
幸
晴

・
ゆ
か

ん
夫
妻
の
二
男
)

六

郎

丸

り

さ

ん

夫

妻

の

長

女

)

三
田

平
成
3
年
4
月

日

日

生

ま

れ

平

成

3
年
4
月
却
日
生
ま
れ

〆

r

，
w
f一
F

YW
ゆ

《
お
母
さ
ん
の
一
一
言
》

元
気
で
丈
夫
な
子
に
な

っ
て
ね
グ

《
お
母
さ
ん
の
一

言》

や
さ
し
い
女
の
子
に
な

っ
て
ね
。
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冬
将
軍
の

到
来
に
備
え
て

。
路
上
駐
車
や
障
害
物
・

。コ
ミ
の
放

置
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

。
除
雪
車
が
通
過
し
た
際
に
は
、
家

や
車
庫
の
出
入
口
を
ふ
さ
ぐ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
各
家
庭
で
除
雪
し
て

く
だ
さ
い
。

。
流
雪
溝
や
水
路
に
、
一
度
に
た
く

さ
ん
投
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

。
道
路
上
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。
緊
急
車
な
ど
が
通
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

。
屋
根
雪
は
、
市
や
県
に
相
談
の
う

ぇ
、
日
を
決
め
て
町
内
一
斉
に
お

ろ
し
て
く
だ
さ
い
。

除

雪

計

画

。
除
雪
の
開
始
は

新
降
雪
深
が

m
m以
上
か
ら

冬
期
間
の
道
路
交
通
を
確
保
す
る

た
め
に
、
県

・
市
は
除
雪
計
画
を
定

め
て
い
ま
す
。

市
の
除
雪
計
画
で
は
、
新
降
雪
深

が
叩
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る

と
、
除
雪
を
開
始
し
ま
す
。

。
除
雪
の
順
序
は
第

1
種
か
ら

除
雪
計
画
路
線
は
、
交
通
量
及
び

路
線
の
性
格
な
ど
を
考
慮
し
て
、
第

1
種
か
ら
第

3
種
に
区
分
し
、
第
-

種
か
ら
順
次
除
雪
し
ま
す
。

-
第

1
種
路
線

l
パ
ス
運
行
路
線

-
第

2
種
路
線

1
主
に
通
学
、
通
勤

な
ど
市
民
生
活
に
直
接
影
響
す
る

路
線

-
第

3
種
路
線

1
比
較
的
交
通
量
が

多
い
路
線

※
道
路
幅
が
狭
い
な
ど
除
雪
車
が
入

EZ霊璽ヨE週
除雪についてのお問い合わせは

市役所建設課
ft22-2200 内線331-3

円ず 力 れ
にな

ン す足
ホ 墜蕗
1 ~円
yレ福原
の し;生
使 C5
用そ長

。
除
排
雪
の
た
め
に
マ
ン
ホ
ー
ル
(
下

水
道
)
を
使
用
す
る
の
は
、
固
く

お
断
り
し
ま
す
。

た
だ
し
、
や
む
を
え
ず
雨
水
専
用

マ
ン
ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
場
合
に
限

り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
所
在
の
区
長
に
必

ず
連
絡
を
取
り
、
次
の
こ
と
を
守
っ

て
安
全
第
一
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
使
用
中
は
ポ
ー
ル
な
ど
を
立
て
、

先
端
に
赤
い
布
を
つ
け
わ
か
り
や

す
く
す
る
こ
と
。

②
使
用
中
は
必
ず
見
張
人
を
配
置
し

て
、
転
落
の
防
止
と
交
通
整
理
を

す
る
こ
と
。

③
通
学
、
通
園
時
は
使
用
し
な
い
こ

L
f
』。

工
業
統
計
調
査

に
ご
協
力
を

通
商
産
業
省
が
ロ
月
訂
日
現
在
で

製
造
業
を
営
む
全
事
業
所
を
対
象
に

実
施
す
る
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の

工
業
行
政
を
進
め
る
上
で
最
も
大
切

な
調
査
で
す
。

ま
た
同
時
に
、
従
業
員
犯
人
以
上

の
事
業
所
を
対
象
に
「
石
油
等
消
費

構
造
統
計
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
間
合
先
市
総
務
課
行
政
係

(
g
n
|
2
2
0
0
内
線

2
2
1
)

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿

登
載
の
申
請
を

毎
年
1
月

1
日
現
在
で
叩
ア
ー
ル

以
上
耕
作
し
て
い
る
農
業
者
の
申
請

に
よ
り
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
が
調
整
さ
れ
ま
す
。
農
業
委
員

会
で
は
申
請
書
を
ロ
月
中
に
地
区
農

業
振
興
委
員
を
通
じ
て
農
家
の
皆
さ

ん
方
へ
配
付
し
ま
す
の
で
、

1
月
刊

日
ま
で
に
振
興
委
員
を
通
じ
て
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

。
名
簿
登
載
資
格
の
あ
る
人

①
平
成

5
年
1
月

1
日
現
在
で
魚
津

市
に
住
み
、
平
成

5
年
3
月
訂
日

現
荘
で
満
初
歳
に
な
る
人
。

②
叩
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
人
。

③
②
の
同
居
の
親
族
お
よ
び
配
偶
者

で
、
年
間
お
お
む
ね

ω日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
人
。

川
の
瀬
団
地

一
般
住
宅
地

1
区
画
分
譲

-
区
画
番
号

1
番

・
面
積

2
8
0
・
3
0
2
m

・
価
格

1
1
、5
9
8、4
2
0円

-
申
込
期
限

ロ
月
日
日
(
火
)

申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選

※
申
込
・
間
合
先

(財
)魚
津
市
開

発
公
社
(
市
開
発
課
内
)

(E
n
|
2
2
0
0
内
線
3
7
1
)

用
水
路
の
減
水

国
道

8
号
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う

河
川
付
替
工
事
の
た
め
、
次
の
と
お

り
用
水
路
を
減
水
し
て
い
ま
す
。

・
工
事
か
所

沌
渡
川
大
光
寺
地
先

・

用

水

名

荒
井
用
水

古
田
用
水

・
減
水
期
間

平
成

5
年
3
月
白
日

ま
で

※

間

合

先

市

建

設

課

(g
n
l
2
2
0
0
内
線
3
3
1
)
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④
使
用
後
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の
フ
タ
を

正
確
な
位
置
に
戻
し
て
、
区
長
に

作
業
が
終
っ
た
こ
と
を
連
絡
し
確

認
を
受
け
る
こ
と
。

十 老

?除み
つ εf?L旦
なヨ 君主
世 Lこ-m
帯 ーな

三品交
て、力り

地を

区
の
民
生
委
員

・
児
童
委
員
を
通
じ

て
、
区
長
に
「
雪
お
ろ
し
L

や
「
道

路
除
雪
」
の
依
頼
が
あ
っ
た
時
は
、

町
内
ぐ
る
み
で
除
雪
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
一
人
暮
ら
し
老
人
や
老
夫
婦
世
帯

②
母
と
小
学
生
以
下
と
か
ら
な
る
母

子
世
帯

雪の後始末のお願い
路上へ雪をおろした場合は、消防車な

ど車が通れるように、すぐ後始末をして

ください。また、事故の原因となる路上

への雪捨てはやめましょう 。

雪捨場は、角川の河口及び8号線片貝

大橋下流の左岸2か所となっています。

雪捨て場 長
と

1" . . " ・.._~.''_ _.-.児

・止・主 童 大
正l ・..海 セ町

婦問[0，¥¥¥¥.:::て は
，:~\~ 閉 刊誌 1・・~~':'.. 館

劉口口 d吊誕

↑雪「
雪捨て場見取図 2か所

(13) 

謹賀詞交換会
1月3日目)午前10時

東京第一ホテル魚津

2，000円

広報うあ、づ

③
世
帯
主
が
重
度
の
身
体
障
害
者
で

あ
る
世
帯

④
老
人
と
小
学
生
か
ら
な
る
世
帯
や
、

老
人
と
問
歳
未
満
の
女
子
か
ら
な

る
世
帯

⑤
世
帯
主
が
長
期
入
院
中
の
世
帯

以
上
の
世
帯
で
近
隣
に
親
戚
が
な

い
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

歯菌薗

市
民
課
市
民
係
(
窓
辺
|
2
2
0
0
内
線

1
1
1

雪捨て場

片貝大橋

変
わ
り
ま
す
グ

戸
籍
謄
本
な
ど
の
交
付
手
数
料

戸
籍
謄
本
な
ど
の
交
付
手
数
料
が
、
政
令
(
戸
籍
手
数
料
令
)
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
5
年

1
月

1
日
か
ら
左
図
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
す
。

※
間
合
先

戸
籍
手
数
料
改
定
内
容

委員

3
0
0
 

現

種

戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本

除
籍

H

戸
籍
に
-
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明

除
籍

H

届
出

・
申
請
の
受
理
又
は
届
書
そ
の

他
の
書
類
の
記
載
事
項
の
証
明
書

上
質
紙
を
用
い
た
受
理
証
明
書
(
婚

姻

・
離
婚

・
養
子
縁
組

・
養
子
離
縁

又
は
認
知
の
届
書
)

届
書
そ
の
他
の
書
類
の
閲
覧

iご寄句ありガとう

ございました 今ね!J. .¥:.:..: 

砂社会福祉基金として

森内正裕釈迦堂一丁目

大西喜 久松諏訪町

魚津地域住宅相談所北鬼江

芦崎浅喜知新角川二丁目

惨善意銀行へ

吉田甚蔵東城 200，000円

伊藤 功上村木一丁目 50，000円

森内正 裕 釈 加 堂 一 丁目 100，000円

越前 博六郎丸 3，000円

嗣三井自動車友の会天神野新 3，000円

田村 稔中央通り一丁目 50，000円

上口保育園職員一同 3，800円

石橋建夫金山谷 100，000円

(制赤坂睦子吉野 50，000円

黒瀬ファミリー 相木 5，000円

有沢武 雄本町二丁目 5，000円

JAうおづ農業祭マンガコーナー 17，680円

四十万豊諏訪町 30，000円

惰)魚 津銀金吉島 5，000円

友 田道治新角川二丁 目 10，000円

大川慶子本江 20，000円

紺屋町ときわ会新角川二丁目 7，750円

竹田正二江口 100，000円

野村幸男立石 5，000円

砂市広報送付謝礼として

石場甚吉東京都町田市

100，000円

50，000円

34，460円

50，000円

10，000円

行
(
巴

改
定
額
(
巴

みI{~I 占|占

4
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n
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n
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q
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ハ
u
n
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-市政情報テレホン ・サービス

ft22-3600 

.キャプテン ・サービス(テレビ画面案

内)市役所戸ビ一、水族館無料休憩所

.求人テレホン ・サービス(魚津公共職

業安定所)男子(月~木)

女子(金~土)ft24-8841 

.税務テレホン ・サービス(税務相談室

富山分室) 包 0764-31-9222

.健康テレホン ・サービス(県保険医協

会) ft0764-42-0003 

12 I (月) ウイルスって何?

月|伏) あたふくかぜは何度もカ、 か るか

の l休j 便 秘 の人の便通の工夫

テ|同 今なら救える歯の神経

I I 幽 声がかすれた ら

マI(土・日) 成長期の脚の痛 み
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一一
一
館
ル

日
書
l
M

…貫一日

12月の日曜開館 C 
13日 C

翌月曜日は休館です。C

広報うあ、づ一一一一一一一一一一……、平成4年12月

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

ロ
月
幻
日
(
日
)
か
ら
1
月
4
日
(
旦

ま
で
休
館
し
ま
す
。

1
月
5
日
(
火
)
か
ら
開
館
で
す
。

あ
な
た

め
くセ，、
る E

時と JOl
聞き妥

⑨ 

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

未

来

企

業

ド

ラ

ッ
カ
ー

国
際
ス
パ
イ
ゾ
ル
ゲ
の
真
実

N

H
K
取
材
班

天
気
予
報
の
裏
を
読
む

幣

洋

明

時

に

は

昔

の

話

を

宮

崎

駿

花
田
き
ゑ
の
人
生
が
ん
ば
ん
ね
ば

花

田

き

ゑ

会
社
人
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奮
戦
記

磯

部

裕

三

日
本
料
理
の
甘
味

・
デ
ザ
ー
ト

遠
藤
十
士
夫

M
W

歳
か
ら
の
資
格

歌
が
上
手
く
な
る
ス
ー
パ
ー
発
声
法

江

本

弘

志

〈
文
学
・
小
説
〉

異
国
の
友
人
た
ち
に
遠
藤

周
作

国台石病
境 所 の む
のの声描
南おム

とシ
太
陽
グ〉

西
北陳内石村 幸李井

田原上田上
"実

杜舜康太春
夫臣夫郎樹

良光
文枝晴

遭
難
者

透
明
な
遺
言

仙
薬
と
鯨

神
々
の
消
え
た
土
地

ワ
ン
ス

・
ア

・
イ
ヤ

l
林

真

理

子

あ
ん
な
作
家
こ
ん
な
作
家
ど
ん
な
作

家

阿

川
佐
和
子

〈
富
山
の
本
〉

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

・
ゲ
ー
ム

(著
者
寄
贈
)
石

川

准

富

の

活

動

安

田

善

次

郎

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
ま
で
で
す
。

川

柳

教

室

食

と

ロ
月
2
日
(
水
)

午
後

1
時
鈎
分
1

き

セ
兼

「
隅
」
「
続
く
」

「
雑
詠
」

脇
坂
正
夢

題

助
言
者

先
生

古

文

書

解

読

会

ロ
月
刊
日
(
木
)

午
後

l
時
初
分
ー

カ

講

師

広

田

寿

三

郎

先

生

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
と

き

¥
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
・

j

f
i
l
l
-
-
-
ロ
月
の
お
し
ら
せ
¥

映
画

と
べ
な
い
ホ
タ
ル

工
作

ふ
く
ふ
く
あ
そ
び

映
画

ト
ム
ソ
|
ヤ
の
冒
険

工
作

カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う

午
後

4
時
i
4
時
初
分

魚
津
市
立
図
書
館

幼
児

i
小
学
生

1
日
(
火
)

8
日
(
火
)

日
日
(
火

幻
日
(
火

と

き

対と

象ろ

ー

視
覚
障
害
者
の
方
ヘ

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を

無
料
送
付
し
ま
す

郵
政
省
の
「
盲
人
用
録
音
物
等
広
報
う
お
づ

・
う
お
づ
市
議
会
だ

発
受
施
設
の
指
定
」
を
受
け
、
視
、

よ
り
の
吹
き
込
み
テ

l
プ
の
送
付

覚
障
害
者
の
方
に
無
料
で
、
カ

セ

も

行

い

ま

す

。

ッ
ト

テ

ー

プ

を

送

る

こ

と

が

で

き

利

用

・
送
料
な
ど
す
べ
て
無
料

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
う
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
電
話

ぐ
い
す
の
会
」
の
ご
協
力
に
よ
り
、
で
の
申
し
込
み
も
受
付
け
ま
す
。

市

民

会

館

催

物

8
2
|
1
3
0
2
 

はかルZラポゴンド写会親子映富峡束山

イムシマ劇場う

成果尭表会 大幼般谷闘

れこエめよ市
シ・ヤイ お のスの市民る民 il~ 
ヨパマム づ 指タアの

物|ラ ・『ノfお と | 市民
エマカンや ま| トの 名
テイ ントこ フfこに

PMAM20 PM 10 AM 6 PM 4 
1 10日

分時6 (日
9日

分 H6寺(日
と

時時( 分時( き
11E  I 30さ 130E I 30と/ ...... 

八交当

命t員~ 三IJ 
生亜 35o円r小人一口只両大人理券~if: 入

(5円T共券日
来十

場料

」
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

g
m
l
2
4
0
2
 

ー
ー
ロ
月
の
行
事
|

|

安
ケ

l
キ
作
り

・5
日
(
土
)

1
時
却
分
j

こ
ば
と
母
親
ク
ラ
ブ
の
、
お
母
さ

ん
と
一
緒
に
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

参
加
者
は
、
小
学
生
で
費
用
は
無

料
で
す
。

-Rクリ
ス
マ
ス
会

-m日
(
土
)

2
時
1

参
加
希
望
者
は
捌
円
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

定
員
は
小
学
生

ω名
で
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〈
休
館
日
の
お
知
ら
せ
〉

毎
週
月
曜
日

・
国
民
の
祝
日

年
末
年
始
(
ロ
/
お
1
1
/
4
)

信
網
集
後
記

す土
品

月
日
の
た
つ
の
は
早
く
感
じ
る
も
い

の
で
、
も
う
十
二
月
を
迎
え
ま
し
た
。

一い

今
年
一
年
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、

明

皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
広
報
紙
づ
い
引

く
り
を
と
思
い
な
が
ら
締
め
切
り
に
紙

追
わ
れ
て
ば
か
り
::・
。

一

昨

ま
だ
ま
だ
努
力
が
足
り
な
い
よ
う
めた

に
思
い
ま
す
。

の

来
年
も
ス
タ

ッ
フ
一
同
が
ん
ば
り
諮

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
制

す
。
健
康
に
注
意
し
て
、
希
望
に
満
資

ち
た
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
(H
)
樹

師
走
。
毎
年
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
、+AF 

す
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
残
る
一
鮒

か
月
で
一
年
間
の
帳
尻
を
合
わ
せ
よ
本

う
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

弘主
宰

わ
ず
か
一
か
月
で
納
得
で
き
る
一

(

年
に
し
よ
う
と
努
力
(
?
)
す
る
わ
け

で
す
か
ら
、
焦
っ
て
パ
タ
パ
タ
動
き

回
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
て
自
己
満
足
し
て
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

一
日
一
日
を
大
切
に

過
し
て
き
で
た
な
ら
:
:
:
。

今
年
も
や
っ
ぱ
り
・:
反
省
と
焦
り

の
中
で
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
て

し
ま
い
ま
す
。

(
Y
)

印刷/魚津印刷株式会社

ロ
(平成4年11月1日現在)

人口 (前月対比)

(男)23，826人(-19) 

(女)25，697人(-24) 

計 49，523人(-43) 

世帯数日，503世帯

(外国人登録を含む)

編集/企画広報室

市の人


